
片手圧力鍋
2段階圧力調整機能付

取扱説明書

もくじ

圧力鍋で作る、お料理レシピ満載！ ドウシシャ圧力鍋ホームページ http://www.do-cooking.com

●このたびは当社製品をお買い上げいただき、
　まことにありがとうございます。
●ご使用前に必ず、この説明書をよく読んでから
　使用してください。お読みになった後も、いつ
でも見られるように必ず大切に保管してください。
●圧力鍋はご使用時に極めて高温、高圧になる
　器具です。誤った使い方は重大事故につながり
　非常に危険ですので、取扱い上の注意事項を
　守って正しくお使いください。

■本書の諸事項を守らないで万一事故が生じた場合は、
　ご使用者の責任となりますのでご了承ください。

ご使用前に、必ずお読みください。
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※取扱説明書に貼り付けてあります。
クリーニングピン

圧力調整装置

各部の名称

パッキン

目皿

本体取っ手（大）

本体取っ手（小）

■付属品

※圧力調整排出口

ロックピン＋安全弁の裏側

パッキン押出し棒

圧力調整装置の排出口パッキン

ふたの裏側本体

圧力ふた

開閉ロックレバー

ふた取っ手

ロックピン+安全弁
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圧力調整装置とロックピン＋安全弁が共に作動
しなかった場合、パッキンが押し出され、本体と
ふたの間にすき間をつくり、圧力を逃します。

３段階安全構造

安全ロック（ロックピン+安全弁）構造

3段階の安全設計で基準値以上の圧力を外部に逃がす構造になっています。

圧力調整装置が正常に働かない場合、
ロックピン中央の安全弁から圧力を
逃します。

ロックピン＋安全弁

パッキン

1 ふたが正しく閉まっていない場合には、
ロックピン＋安全弁が上がらず、火に
かけても一定以上の圧力がかからない
ように設計されています。

2 ふたが正しく閉まっていれば、内部の圧力で反応し、
ロックピン＋安全弁が上がり、ふたをロックします。
また、鍋の圧力が完全に下がらないとふたは開きません。
ふたを開けるときは、必ずロックピン＋安全弁が下がってい
ることを確認してください。

各
部
の
名
称

余分な蒸気を圧力調整装置より外に排出し、
鍋の中の圧力を一定レベルに保ちます。

圧力調整装置

圧力調整装置以外の所から蒸気が排出された場合は、すぐに火を止めてください。鍋が冷めるのを
待ってから、取扱説明書 P17 「トラブルの対処方法」を参照して、圧力調整装置やロックピン＋安全弁を
点検してください。点検し処置してもまだこのような異常が起こるようでしたら、当社サービスセンターまで
ご連絡ください。

注 意
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使用上の注意

圧力鍋を通常の鍋としてご使用される場合にも、空だき状態にならないようご注意ください。
水分がほとんど入らない炒め物等を調理される場合は、中火以下でご使用願います。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性及び物的損害の発生が想定される内容を
示します。（物的損害とは、家屋・家財・家畜・ペット等にかかわる拡大損害を示します。）

鍋の空だきは、本体やパッキンを傷めるばかりでなく、安全装置の
故障原因となる可能性があります。

●ご利用になる前に、この「使用上の注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
●ここに示した注意事項は安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに、必ず保管してください。

安全にご使用いただくために必ずお守りください

重 要

重 要 ●「蒸気を抜く」は調理中には絶対にしないで
　ください。調理物が噴き出し危険です。
●調理中は低圧から高圧、または高圧から低圧
　に圧力調整装置を回さないでください。
　調理物が噴き出す恐れがあります。

調理中は低圧から高圧、または高圧から低圧に圧力調整装置を
まわさないでください。調理物が、噴き出す恐れがあります。

調理中は圧力調整装置をまわさない

空だきは絶対にしないでください。

だ

使用上の注意

警告
注意

絶対禁止!!絶対禁止!!

絶対禁止!!絶対禁止!!

警 告

警 告

警 告

警 告



4

食器洗い用中性洗剤を使い、
スポンジで圧力鍋・パッキンを
よく洗い、乾かしてください。

この取扱説明書をすべて読み
終わってからご使用ください。

ふたについているシールは、
取扱上の注意事項が記載さ
れていますので、はがさない
でください。

最初の調理をする前に、一度
水だけを使って加熱し、圧力
鍋がきちんと作動することを
確認してください。

圧力鍋は使用時、きわめて高温・高圧になる器具です。誤った使い方は重大事故につながり、
非常に危険ですので、取扱上の注意事項を守って、正しくお使いください。

初めてご使用になる前に

ご使用の際には、必ずご確認ください

1

3

2

4

ネジのゆるみや各部品のガタツキなど、
異常はありませんか？

ゆるみやガタツキがある場合は、ド
ライバー・ペンチ等で締め直して
からご使用ください。ご使用により
ゆるみ・ガタツキが発生した場合
も締め直してください。

1

3

2

4

重 要

お使いになる前に必ず次の点を確認し、目詰まりなどがある場合には、付属のクリーニングピンなどで
清掃を行ってください。

●本製品の安全構造は、本書に従った正しいお手入れによって維持されます。
　特に圧力調整装置・ロックピン+安全弁・パッキンなどのお手入れは確実に行ってください。
●各部の異常の有無を確認し、亀裂・破損などがありましたら、使用しないでください。

パッキンや部品のすき間などに調理カスなどがつ
いていませんか？

パッキンや部品のすき間などに調
理カスなどが残っていないか確認
し、ある場合はきれいに洗って取り
除いてください。

圧力調整排出口やロックピン+安全弁の裏側が目
詰まりしていませんか？

圧力調整排出口やロックピン+安
全弁が目詰まりしていると、圧力
調整が適切に行われず、ふたが飛
んだり、内容物がふき出したりし
て、ケガ・火傷などを負う場合があ
り、非常に危険です。

パッキンは正しく装着されていますか？

P9 「2パッキンの装着」を参照し、
パッキンが正しく装着されてい
ることを確認してください。

目詰まりしていた場合は、必ず取り除いてください。

使
用
上
の
注
意

警 告

注 意

注 意

注 意

調理以外の用途に使用しないでください
注 意

圧力鍋は調理を行う道具です。調理以外の目的で使用することは大変危険であり、重大な事故をま
ねく恐れがあります。調理以外の用途には、絶対に使用しないでください。注 意



水位最大

豆類最大

水位最大

豆類最大

5

豆と水を合わせた量が鍋の深さの

豆類を多量に入れて調理した場合、豆皮などが圧力調整排出口などに入り込み、
圧力調整ができなくなる可能性があります。

その他の材料を調理する場合

豆類最大

使用上の注意

圧力鍋本体の
目盛線を参考に
してください。

●強火で一気に煮立てないでください。また、加熱中は鍋に顔を近付けないでください。
●煮立てる前と加熱中は、お玉などでよくかき混ぜてください。

特に注意する料理

おでん料理の場合、ちくわぶ、ちく
わ、はんぺん、もちなどの膨張する
練り物などは圧力ふたをせず、
圧力をかけずに調理してください。

調理中に泡立つ調理物は圧力ふた
をせず、圧力をかけずに調理して
ください。

※とろみがふた裏の圧力調整排出口や
　ロックピン＋安全弁をつまらせる恐れが
　あり危険です。

分量を守りましょう

味噌汁

おでん
カレー
シチュー

パスタ
麺類

1/3以下
材料と煮汁を合わせた量が鍋の深さの 

水位最大

2/3以下

注 意

注 意

豆類等、調理によって分量が
増えるものを調理する場合

味噌汁を作る場合は、水と具材のみを圧力をかけて調理してください。その後、
圧力ふたを使用せずに味噌を入れてください。再加熱（温め直し）する場合
市販のガラスふた等を使用してください。なお味噌汁などは、再加熱（温め直
し）の際、急に内容物が飛び散ったり、場合によっては鍋が転倒したりすること
があります。これは、突沸現象と呼ばれる現象です。

カレーやシチューのルーなど粘性
が強く糊状になるものを使用する
場合、材料は圧力をかけて調理し
ますが、ルーを入れるときは必ず圧
力ふたを外して調理してください。
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アルコール分を含む料理酒などを使用される際は、
蒸気に引火する恐れがあります

圧力鍋を使い豆類を調理する際には以下の点をお守りください

豆料理の注意点

圧力鍋で豆類を調理すると、豆が膨張し豆皮がはがれ、圧力調整装置・
ロックピン＋安全弁を詰まらせ圧力調整ができなくなる可能性があります。
また、場合によっては内圧が高まり一気に蒸気が噴出することで圧力鍋が
横転する可能性があります。

1

1

豆類は乾燥状態のまま調理せず、豆の種類にもよりますが7～8時間ほど水に
浸して水分を吸わせてから調理してください。（水分を吸わせないで調理する
と調理中に豆類が予想以上に膨張し、圧力調整装置・ロックピン＋安全弁の詰ま
りの原因となり危険です。）

2 豆類を調理するときは　　の注意事項に加え、適正量、適正水位（鍋の1/3以下）
をお守りください。

4 豆類を調理するときは、目皿を裏返して入れ調理することで、豆類や豆類の皮
などがふき上がり、圧力調整装置・ロックピン＋安全弁に張り付くことを防止で
きます。

3 調理の前と後にロックピン＋安全弁が目詰まりしていないか確認してください。

※水の入れ過ぎはふきこぼれの原因になりますので状況を見ながら調節してください。

使
用
上
の
注
意

次のものは調理に使用しないでください

落しふたとして本製品に付属されている目皿を必ずご使用ください。

必ず鍋底から火がはみ出
さない火力で、使用してく
ださい。

必ず換気扇をつけて使用
してください。

鍋のそばから離れずに調理
してください。

ふたの周りから蒸気漏れが見
られる場合は使用をやめ、
必ず新しいパッキンと交換し、
漏れがないことを確認してか
ら、使用してください。

多量の圧力ふたを使用する際、重曹など、急激に発泡する
ものや多量の油などは危険ですから調理に使用し
ないでください。

注 意

注 意

注 意

目皿
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●急冷の方法 ： 蒸気がふき出す可能性がありますので、ぬれふきんをふたに広げ、
　圧力調整装置ははずさずに上から水を静かに流して鍋を冷やしてください。

※鍋は水の中に直接つけないでください。鍋底が痛む原因になります。
※水を流す際は、取っ手及びふたのまわりに手を近づけないでください。
※急冷後、ふたを開ける前にロックピン＋安全弁が下がっているか
　今一度確認して、P14の「加熱後」の手順に従ってふたを開けてください。

消火点火

加熱時間と蒸らし時間

加熱時間（加圧時間） 蒸らし時間

万が一移動する場合は、必ず右図のように両手で持ち上げ、
移動の際は、なるべく水平を保つようにゆっくりと移動してください。

ロックピン+安全弁が上がっている状態の間は鍋を不用意に
移動したり、傾けたり、ゆすったりしないでください。

使用上の注意

加熱して鍋が高温になっている場合は、素手で持たずに、
ふきんやミトンなどを使用してください。

鍋に材料を入れてふたをセットし、強火にした後、圧力調整
装置から蒸気が出始めたら、必ず弱火にしてください。
この弱火にしてから、火を止めるまでの時間を加熱時間
といいます。

加熱時間が終わって、火を止めふたを閉じた状態のまま
置いておく時間のことを蒸らし時間といいます。
蒸らし時間は、火をつけていたときと同様に大切な調理
時間です。火を止めた後も、鍋の中は100度以上の高温
で調理は続いています。この余熱を利用することで省エ
ネにもなります。

急冷について

圧力鍋の持ち方

圧力が自然に抜ける前に、ふたを開けたい場合、鍋自体を水で冷やして
圧力を抜く方法です。煮過ぎや茹で過ぎを防ぐため、急いでふたを開
けたいとき、ふたをスライドさせたときにふた取っ手の動きが重たく
感じられたときなどに急冷してください。

注 意

注 意

注 意

注 意

ぬれふきん
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圧力鍋の使い方

▲印を合わせる

ふ
た
の
開
け
方

ふたを押さえて回す ふたがロックされます

取っ手を
両手で持つ
本体とふたの取っ手を
持ちます。

ロックの解除
ふた取っ手の開閉ロックレバー
を指で押しながら、ふたを反
時計回りに回します。

ロックピン＋安全弁が下
がっていることを確認
し、圧力調整装置を押し
下げながら時計回りに回
し、「　蒸気を抜く」に
セットします。

ふたを持ち上げる
ふた取っ手を水平に最後ま
で回して、ふたを持ち上げて
はずしてください。

初めてご使用になる方は、ふたの閉め方になれるまで図のように
ふた取っ手の反対側と取っ手を両手で押さえながら閉めてください。

圧力鍋は購入時の圧力鍋「本体」と「ふた」セットでのみご使用ください。
違うセットでの使用はしないでください。

加熱後は、ロックピン+安全弁が下がっていることを確認して、P14の「加熱後」の
手順に従ってふたを開けてください。

圧
力
鍋
の
使
い
方

使
用
上
の
注
意

注 意

注 意

注 意

▲印

「蒸気を抜く」に
セットする

ふたの▼印と本体取っ手（大）の
　印を向かい合わせにして、水
平にふたをかぶせます。

ふた取っ手を水平に押さえて、
時計回りに最後まで回します。

本体とふたの取っ手を合わせ、開
閉ロックレバーがカチッとロックさ
れるように閉めます。
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圧力鍋の使い方

鍋に材料を入れます1

パッキンの装着2

準　備

ふたの内側にパッキンを正しく装着しふたを閉じます。

ふたの内側

注 意

注 意

多量の
※重曹など、急激に発泡するものや多量の油などは
　危険ですから調理に使用しないでください。

正常なパッキン取り付け状態 間違ったパッキン取り付け状態

パッキン

パッキンがパッキン押し出し棒の
上に乗っている。
またはパッキンが内蓋に密着して
いない。

パッキン押出し棒

※豆類等を多量に入れて調理した場合、豆の皮などが圧力調整排出口などに入り込み、
　圧力調整ができなくなる可能性があります。

間違ってパッキンをパッキン押し出し棒の上に装着
した場合（右下のイラスト参照）は、ふたが上手く閉
まらない、または蒸気が漏れて圧力がかからなくな
り、正常な動作が出来なくなる場合があります。

ふた取っ手根元部分から出ているパッキン押し出し棒の
内側にたわませるようにし、パッキンを装着してくださ
い。（左下のイラスト参照）

水位最大

豆類最大

水位最大

豆類最大

豆と水を合わせた量が鍋の深さの

その他の材料を調理する場合

豆類最大

圧力鍋本体の
目盛線を参考に
してください。

1/3以下
材料と煮汁を合わせた量が鍋の深さの 

水位最大

2/3以下

豆類等、調理によって分量が
増えるものを調理する場合
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低圧料理
Ⅰ

高圧料理
Ⅱ

蒸気を抜く

圧
力
鍋
の
使
い
方

ふたを閉めます4

圧力調整装置をセットします3

絶対禁止!!

ふたを閉めずにふたを置いた状態では、絶対に加熱しない
でください。
加熱による取っ手の破損や、内容物が噴き出したりして非常
に危険です。
取っ手が焦げると強い異臭が発生します。

注 意

装着します。その後、再度押し下げながら の順番に回していきます。・ ・（低圧） （高圧）

圧力調整装置をふた取っ手の先端の穴に差し込み、　　を　 に合わせて押し下げながら

圧力調整装置
を抜く

「蒸気を抜く」は調理中には絶対にしないでください。
調理物が噴き出し危険です。
調理中は低圧から高圧、または高圧から低圧に圧力調整ダイヤルを回さないでください。
調理物が噴き出す恐れがあります。

※

※注 意

圧力調整装置は料理に応じて合わせます。

P8 「ふたの閉め方」を参照し、開閉ロックレバーがカチッとロックされるように閉めます。
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内容物が沸騰し、圧力がかかり始めるとロックピン+
安全弁が上がります。

強火の際、炎は鍋底からはみ出ないようにしてくだ
さい。取っ手を焦がして破損させたり、ネジがゆるみや
すくなることがあります。また、取っ手が焦げると強い
異臭が発生します。火力には十分ご注意ください。
ふたを閉めずにふたを置いた状態では絶対に加熱し
ないでください。加熱による取っ手の破損や、内容物
が噴き出したりして非常に危険です。
本製品は電磁調理器でも使用できる設計になってい
ます。ただし電磁調理器の機種によっては使用できな
い場合もあります。2kW以上の電磁調理器では中火
以下でご使用願います。詳しくは電磁調理器の取扱
説明書などでご確認ください。
「蒸気を抜く」は調理中には絶対にしないでください。
調理物が噴き出し危険です。
調理中は低圧から高圧または高圧から低圧に圧力調
整ダイヤルを回さないでください。調理物が噴き出す
恐れがあります。

※

※

※

※

※

強火

圧力鍋の使い方

加熱する
鍋底から炎がはみ出さない程度の強火で加熱します。

1

ロックピン+安全弁が上がる2

加熱する

ロックピン+安全弁が上がるまではロックピン+安全
弁から蒸気が出ることがありますが、上がると蒸気は
止まります。
火傷の原因となりますので、ロックピン+安全弁の
穴をのぞいたり、手をかざしたりしないでください。
圧力調整装置から、蒸気とともに水滴が出ることがあ
ります。

※

※

※

強火

注 意

注 意

ロックピン+安全弁

上がる
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加熱中の圧力調整装置から余分な圧力を蒸気と
して排出します。

圧力調整装置から蒸気が出はじめたら弱火に
してください。
一度圧力がかかれば弱火で十分調理できます。
ここからが加熱時間のはじまりです。
クッキングタイマーなどで正確に加熱時間を
計ってください。

弱火

圧
力
鍋
の
使
い
方

蒸気が出る3

弱火にする4

弱火

火傷の原因となりますので、ロックピン＋安全弁や
圧力調整装置の穴をのぞいたり、手をかざしたりし
ないでください。いかなる場合でも、ロックピン＋
安全弁が完全に下がるまでふたを開けないでくだ
さい。
蒸気の出る方向は一定ではありません。

※

※

注 意
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加熱時間が終了したら火を止めます。

鍋内部の圧力が下がると、ロックピン＋安全弁
が下がります。

火を止めてからが蒸らし時間です。

火を止めた後も、鍋の中は100度以上の高温で調理が続い
ており、火をつけていたときと同様に大切な調理時間です。
調理方法によっては、指定時間放置する場合、自然放置
する場合、急冷する場合があります。

火を止めたあと、ロックピン+安全弁が自然に
下がるまでそのままにしておくことをいいます。

圧力鍋の使い方

消火

自然放置

火を止める1

蒸らし時間2

ロックピン+安全弁が下がる3

加熱後

火を止めて蒸らします

ロックピン+安全弁が上がっている場合は、ふ
たのまわりに手を近づけないでください。
鍋の表面が非常に熱くなっています。取っ手以
外の部分にはさわらず、蒸気に十分注意して慎
重にお使いください。

注 意

※

※

ロックピン+安全弁

下がる
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P8「ふたの開け方」を参照して、ふた取っ手の開閉
ロックレバーを指で押しながら、ふたを反時計回り
にスライドさせて持ち上げてはずしてください。

圧
力
鍋
の
使
い
方

蒸気を排出4

5 ふたを開ける

※

※

※

注 意

注 意

必ずロックピン+安全弁が下がっていることを確認してくだ
さい。
調理直後の圧力調整装置は熱くなり火傷の危険がありま
すので、調理直後に減圧される場合はふきんやミトンを
ご使用ください。
加熱後、火を止めても内部には圧力が残っていますので、必
ず減圧してください。また、ふたを開ける際は少しでも圧力
が残っていると、ふたが飛んだり、内容物がふき出したりし
て非常に危険なため、必ず減圧してください。

※

※

圧力調整装置を　　マークまで回し蒸気を完全に排出させてください。

取っ手をわずかに動かし、いったん停めたときにふたのすき
間から蒸気が出ていないことを確認してからふたを開けて
ください。
取っ手をスライドさせたとき、取っ手の動きが重く感じられ
る場合は内部に圧力が残っていることがあり危険です。無
理に開けず、自然放置して冷ますか、もう一度圧力調整装置
を取り付けて水で冷やして減圧した後、P8「ふたの開け方」
の手順に従い、ふたを開けてください。（冷やし方について
は、P7 「急冷について」をご参照ください）
万が一、ふたが開かない場合は、無理をせずに当社サービ
スセンターまでお問い合わせください。
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お手入れ方法

鍋に水を入れ沸騰させ、冷めるまで放置します。
その後、木ベラなどで焦げをこすり落としてください。

焦げ付いてしまったら

●鍋本体、ふた、圧力調整装置、目皿をやわらかいスポ
　ンジに食器用中性洗剤をつけて汚れをよく落としてく
　ださい。

●水気が付いたままでは、錆びる原因となります。
　水気をよく拭き取り、乾燥させてください。

●研磨剤入りスポンジ、金属タワシ、クレンザーなどを
　使用しないでください。キズがつきます。

●鉄など圧力鍋と異なる金属製品に重ね置きしないで
　ください。サビの発生原因となります。

ステンレス

鉄

全体のお手入れ

サビ

調理した後は、毎回必ず以下のお手入れを行なってください。
注 意

注 意

●ふたから外して食器用中性洗剤で汚れ、油分を
　よく洗い落してください。

●水分をよく拭き取り、乾燥させてください。

●パッキンは消耗品です。劣化（切れ、ヒビ割れ、変形）により、ふたから蒸気がもれる
　ようになったら、お取り替えください。（ご購入後1年間がお取り替えの目安です）
●購入方法についてはP18 「部品について」をご覧ください。
　

パッキンのお手入れ

パッキンはご使用されなくても徐々に劣化します。ご使用回数が少
ない場合でも、ご購入から1年以上経過した場合は蒸気漏れ等の症
状でお取替えが必要となる場合があります。

パッキンのお取り替えは

注 意
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●長期間収納する場合は、上記のお手入れのあと、圧力調整装置をふた取っ手からはずし、ふたを裏返しにして、本体の上に
　重ねて収納してください。長期間の保管によってパッキン・圧力調整装置内部の部品が変形することを防ぐためです。

●圧力調整装置をふた取っ手からはずし、やわらかいスポンジ
　で、食器用中性洗剤を使って、良く洗ってください。

●圧力調整排出口およびロックピン＋安全弁の裏側中央に、調理
　カスや異物が付着したり詰っていたら、歯ブラシ等で取り除くか、
　付属のクリーニングピンで突いて取り除いてください。

●ふたの裏側にあるロックピン＋安全弁を固定するナットは
　ゆるみがないことを確認してください。
　また、取っ手のネジもゆるみがないことを確認してください。
　ゆるみがある場合は、しっかりと締め直してください。

●パッキンやふたの裏側にある圧力調整装置の排出口パッキン
　はタワシ、研磨剤入りスポンジ、金属タワシ、クレンザーなどを
　使用しないでください。パッキンが破れる恐れがあります。

圧力ふたのお手入れ

長期間収納する場合は

ふたの裏側

ふたから圧力調整装置を抜く ふたを裏返して本体にのせる 重ねて収納

お
手
入
れ
方
法

特に豆類などのように煮汁がふき上がってくる材料を
調理した後は、圧力ふたの圧力調整排出口が目詰りし
ている可能性がありますので必ず付属のクリーニング
ピンで清掃してください。注 意
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トラブルの対処方法
調理中に「おかしいな？」と思ったら、すぐに火を止めて鍋が冷めるのを待ってから、下記の現象に合わせて処置してください。

圧力調整装置から
蒸気が出ない

1.圧力調整装置の取り付け方が悪い。

2.圧力調整排出口が詰まっている。

3.空だき状態になっている。

4.鍋またはコンロのゴトクが傾いている。

1.圧力調整装置をしっかりとセットしてください。

2.クリーニングピンで調理カスや異物を取り除い
　てください。

3.火をすぐに止めて、鍋が冷めるまで自然放置
　してください。絶対に水をかけないでください。

4.鍋を水平に直してください。

ロックピン＋安全弁が
上がってからもロックピン＋
安全弁から蒸気が出る

1.ロックピン＋安全弁に異物が付着または、
　詰まっている。

2.鍋の中の調理物が多すぎる。

3.ロックピン＋安全弁のパッキンが劣化している。

4.ロックピン＋安全弁の取り付けがゆるんでいる。

1.歯ブラシ等やクリーニングピンで異物（調理カ
　スなど）を取り除いてください。

2.調理物の量を減らしてから、再度火にかけて
　ください。

3.ロックピン＋安全弁を交換してください。

4.しっかり締め直してください。

ふたの周りから蒸気が出る 1.ふたの閉め方が不完全。

２.パッキンの取り付け方が悪い。

３.パッキンが劣化している。

４.パッキン又は圧力ふた裏側の部品に異物
　（調理カスなど）が付着している。

5.パッキンの表面に油分が付着している。

6.ふた取っ手のネジがゆるんでいる。

7.調理物の最大調理量を超えている。

8.圧力調整装置、ロックピン＋安全弁の裏側
　に異物が付着または、詰まっている。

1.ふたを正しく閉め直してください。

2.パッキンを正しく装着してください。

3.パッキンを新しいものに交換してください。

4.異物（調理カスなど）を取り除いて、正しく入れ
　直してください。

5.パッキンを洗浄してください。

6.＋ドライバーで、締め直してください。

7.P5 「分量をまもりましょう」をご参照ください。

8.歯ブラシ等やクリーニングピンで異物（調理カ
　ス）を取り除いてください。

ふたが閉まらない 1.パッキンが正しくセットされていない。

2.ふたと鍋本体のかみ合わせが正しく
　できていない。

1.パッキンを正しく入れ直してください。

2.無理に閉めずに初めからやり直してください。
　P8 「ふたの閉め方」をご参照ください。

焦げ付いてしまった 1.火力の調整ができていない。

2.水の分量が少ない。

3.加熱時間が長過ぎる。

1.火力の調整はP11 「加熱する」を
　参照ください。

2.料理ごとの適量の水を入れてください。

3.料理ごとの加熱時間を守ってください。

取っ手がガタつく 取っ手のネジがゆるんでいる。 ＋ドライバーで、締め直してください。

症　状 原　因 処　置
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Q&A / 部品について

回　答質　問
□ 圧力調整装置から蒸気が出るまでは強火で加熱します。
　 続けて圧力調整装置から蒸気が出始めたら、すぐに弱火にしてください。
　 火が強すぎると水分を必要以上に蒸発させ、焦げ付きの原因となります。

ごはんを上手に炊く方法は？

□ 加熱時間を間違えていませんか？
□ 圧力調整装置はきちんとセットされていましたか？
□ 火力が十分でなかったり、強すぎませんでしたか？
□ 適量の水やスープが焦げないように入っていましたか？
□ 圧力が正常にかかっていましたか？

うまく調理できなかった!

□ ロックピン＋安全弁が上がり、圧力調整装置から蒸気が出始めて火力を弱火にしてから
　 です。

加熱時間の開始はどの時点から？

□ 最大調理量（鍋の深さの2/3以下、豆類の場合は1/3以下）を守った上では、材料の量が
　 増えても減っても加熱時間及び蒸らし時間は変わりません。これは鍋自体の容量が
　 変わっても同様です。

材料の量によって加熱時間や
蒸らし時間は変わりますか？

□ 米のようにタンパク質と炭水化物を同時に含んでいる食品は、高温高圧で調理すると、
　 アミノ酸と糖質が分解し、灰色っぽく見えることがありますが無害です。
　 味自体にも影響はありません。

ごはんを炊いたら灰色になった!

□ 砂糖を加えた糖分の濃度の高い煮汁を加熱すると、鍋の中の蒸気圧の関係で煮汁がふき
　 出すことがあります。このような調理の際は、まず豆を柔らかくしてから砂糖を加え、後は
　 ふたをせず圧力をかけずに調理してください。

下ゆでした豆に砂糖を加えて、
更に加圧したら煮汁が圧力調整装置や
ふた取っ手先端周りからふき出した！

□ 火をすぐに止めて、鍋が冷めるまで自然放置してください。絶対に水をかけないでください。
　 パッキンやロックピン+安全弁、圧力調整装置などに破損や変形がないか確認してください。

空だきをした！

□ パッキン特有のゴムの臭いは体に害はありません。また、臭いが料理に移ることは
　 ありません。はじめて使う場合は食器用中性洗剤で洗ってからご使用願います。

パッキンが臭う

□ 圧力鍋の調理に限らず、味は料理が冷める過程でしみこみます。
　 蒸らし時間を上手にいかして、味をしみこませてください。また、普通の鍋で作るレシピを
　 参考にし、圧力鍋で調理をすると味が薄く感じる場合があります。圧力鍋の調理では、普通
　 の鍋より水分の蒸発が少ないためです。水分の量を調整して、味をととのえてください。

味がしみこまない

ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
方
法＊複数の部品をご注文の際は、送料を当社お客様相談室にご確認ください。

＊部品価格・送料は予告なく変更することがあります。ご了承ください。
＊切手でのご購入はできませんのでご了承ください。
＊製品のデザインや仕様は、予告なく変更することがあります。
  それに伴い、部品の色や形状のご希望に添えない場合もございますので、ご了承ください。
＊部品の発送は、日本国内のみに限らせていただきます。
＊部品の購入について、ご不明な点がございましたらお客様相談室にお問い合わせください。
＊当社の個人情報の取り扱い方針につきましては、当社ホームページへ掲載しております
  プライバシーポリシー（http://www.doshisha.co.jp/policy/）をご覧ください。

型番 ： LPLKN 3.2
LPLKN 4.5
LPLKN 5.5

部品小売価格表部品の購入について

http://www.do-cooking.com にアクセスし、ページ左下の「パーツの購入はこちら」
からご購入ください。

1 インターネットで購入する場合

部品のご注文は正確を期すため、ハガキまたはファックスにて「注文書」をご送付ください。
お客様の郵便番号・ご住所・お名前・電話番号・本体型番・本体色・部品名・部品型番・
数量をご記入の上、当社お客様相談室までお送りください。
※代金引換にて購入される場合は、送料がすべて 500(税別)になります。ご了承ください。

  代金：部品の小売価格+送料+代引き手数料【 300（税別）】
  例：パッキン1個の場合

500 + 送料 500 + 代引き手数料 300　合計 1,300（税別）

2 代金引換にて購入する場合

部品のご注文は正確を期すため、次の内容を記載した「注文書」
を代金と一緒に必ずご同封し、ご郵送ください。
お客様の郵便番号・ご住所・お名前・電話番号・本体型番・本体・色・
部品名・部品型番・数量をご記入の上、当社お客様相談室まで
お送りください。

 代金：部品の小売価格+送料
  例：圧力調整装置の場合

700 + 送料 500　合計 1,200（税別）

■郵便小為替の場合
   ・郵便局で郵便小為替を購入し、
      注文書と一緒に同封してご郵送ください。
   ・おつりは出ませんのでご了承ください。
■現金の場合
   ・現金と注文書を現金書留にてご郵送ください。

3  郵便小為替または、現金で購入する場合

●交換部品は必ず当社の純正部品をご使用ください。
●ご購入は当社ホームページからご注文いただくか当社お客様相談室まで
　お申し込みください。

ご購入方法

注文書
1
2
3
4
5
6
7
8

〒 ご住所
お名前
電話番号
本体型番
本体色
部品名
部品型番
数量

お客様相談室

0120-104-481

※商品名、品番をご確認の上、お電話を頂きますようお願い致します。
※お電話を頂いた際にお話し頂く情報は、お客様へのアフターサービ
　スにおいて利用させて頂きますので、ご了承ください。

〒556-0023 大阪市浪速区稲荷1-6

【受付時間  9:00～17:00  祝日以外の月～金】

￥200
￥200
￥200
￥500
￥200
￥500
￥200

￥500
￥500
￥500
￥700
￥800
￥800
￥300

DOK-18
DOK-20
DOK-22
PK-O6
PK-R4
PK-ME2

小売価格(税別) 送料(税別)部品型番部品名
パッキン（18cm、3.2L用）
パッキン（20cm、4.5L用）
パッキン（22cm、5.5L用）
圧力調整装置
ロックピン+安全弁
目皿
クリーニングピン



取扱上の注意

型　　　　番

寸　　　　法
満 水 容 量
圧 力 設 定

LPLKN3.2 ／ LPLKN4.5 ／ LPLKN5.5

3.2L（LPLKN3.2）／4.5L（LPLKN4.5）／5.5L（LPLKN5.5）
低圧：60kPa／高圧：100kPa
取っ手：フェノール樹脂／パッキン：シリコーンゴム
目  皿：ステンレス鋼

本　体：ステンレス鋼（クロム16%）
フ　タ：ステンレス鋼（クロム18%/ニッケル8%）　

品質表示

※記載してある仕様、デザイン、色など一部変更になることがありますので、あらかじめご了承ください。

材料の種類

その他の材料

※本体の厚さ1.2mm

直径  3.2L：∅18cm／4.5L：∅20cm／5.5L：∅22cm

●圧力鍋は調理をする道具です。調理以外の目的で使用することは大変危険であり、重大な事故をまねく恐れがあります。
　調理以外の用途に使用することは、絶対にやめてください。
●本製品は電子レンジや電気オーブン、ガスオーブンでは使用できません。
●シーズヒーターや電気プレートなどで使用の場合は、ヒーター部の大きさが圧力鍋の鍋底より小さいものを使用してください。
●使用前にはネジのゆるみや各部のガタツキなど、異常がないか確認してください。ある場合は締め直してから使用してください。
●本書は使用中の不明点を確認できるように、いつでも見られる場所に大切に保管してください。
●本製品はご家庭で使用することを目的としておりますので、業務用としては使用しないでください。
●ふたのシールは取り扱い上の注意が記載されています。はがさないでご使用ください。
●電磁調理器での使用は2kW以下を推奨します。3kWでの使用は底面のゆがみや膨れの原因となります。
●電磁調理器の調理中に共振音（ブーン、ジーなど）が発生する場合がありますが故障ではありません。
　鍋の位置をずらしたり置き直すと止まることがあります。
●圧力をかけないで調理する際は、圧力ふたは使用しないでください。
　ガス火のときに圧力ふたをずらして使用すると取っ手の樹脂などが変形する恐れがあります。
●圧力ふたの開閉の際は、ふたの▼印と本体取っ手の ➡印を合わせ、ゆっくりと開閉してください。
　圧力ふたと本体の噛みあわせがずれた状態で開閉すると開閉できなくなる場合があります。
●空だきをしないでください。本体やパッキンを傷めるばかりでなく、安全装置の故障の原因となる可能性があります。
●万が一空だきをしてしまった場合、水などをかけて急冷しないでください。
●鍋に3分の2以上（ただし、豆類については3分の1以上）の内容物を入れて使用しないでください。
●重曹を直接入れる料理はしないでください。
●多量の油を入れて使用しないでください。
●加熱状態では衝撃を与えないでください。
●強火のまま加熱しすぎると水分が蒸発し、調理物が焦げつきます。　
●調理中はいつでも鍋の状態を確認できるよう、鍋のそばから離れないようにしてください。
●異常を感じた場合は、すぐに火を止めたり電源を切って調理を中止してください。（自然放置にて減圧し、鍋の温度とロックピン＋安全弁
　が下がったことを確認し、圧力調整装置を外してからゆっくりとふたを開け、各部異常がないか確認してください）
●使用中または使用後は、無理にふたを開けないでください。
●ガスの炎を大きくしすぎると、炎が鍋の側面に回り、取っ手を焦がし、損傷させる場合があります。
　鍋の底面より炎がはみださない火力でご使用ください。
●圧力調整装置から蒸気が出始めると、圧力鍋内部の温度は100度以上になります。
　このとき、圧力鍋をぐらつかせたり移動させると、火傷や事故の原因となり非常に危険です。
●鍋の内部にまだ圧力が残っているうちは、鍋を不用意に移動したり、傾けたり、ゆすったりしないでください。
●万が一移動させるときは火を消し、必ずロックピン＋安全弁が下がっていることを確認してください。
　なお、蒸らし時間中はふたのまわりに手を近づけないでください。急冷させる場合は取扱説明書 P7 「急冷について」を参照してください。
●調理を行なっている最中、または調理直後は鍋の表面が非常に熱くなっています。
　取っ手以外の部分には触らず、蒸気に十分注意して慎重にお使いください。
　※調理中、調理直後の鍋にお子様を近づけないよう十分注意を払ってください。
　※ストーブの上で料理をしないでください。吹きこぼれや火傷の原因となります。
●取っ手の部分が熱くなる場合があります。
●卓上用加熱調理器で使用する場合は、取っ手の位置に十分注意してください。取っ手が体に当たったりした場合、鍋がひっくり返って思　
　わぬ事故につながることがあります。
●使用直後にふたを開ける際は、蒸気を抜くまたは急冷するなどの処置を怠らないでください。
●シチューやカレールーを入れた後や、粘性が強い糊状の料理全般については、圧力ふたをはずし、圧力をかけずに調理してください。
　万が一圧力をかけて調理した場合、圧力調整装置のノズルなどに入り込み、圧力調整ができなくなる可能性があり危険です。
●天ぷら等の揚げ物料理には使用しないでください。油温200℃以上になると火災の恐れがあり危険です。
●使用後はよく洗って、乾燥させてください。
●こげつき等を落とす際は、金属製の固いものを使用しないでください。
●圧力鍋の中に料理を保存しないでください。
●食器洗浄機での洗浄はしないでください。故障の原因となる恐れがあります。
●部品の交換は必ず当社純正部品をご使用ください。他社部品による代用はできません。
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・クリーニングピン
本製品には、安全と品質を保証するマークがついています。

PSCマーク
PSCマークは、安全な製品という意味です。
消費生活用品のうち、国が定めた安全基準に
適合した製品に、このマークが表示されます。

SGマーク
SGは、Safe Goods の略で安全な製品という
意味です。昭和 48 年 10 月に設立された製品
安全協会の定めた SG 基準に適合した製品に、
このマークが表示されます。SG マーク制度は
家庭用圧力鍋及び圧力かまの欠陥によって発生
した人身事故に対する補償制度です。

このたびは、当社製品をお買い上げいただきまして、まこと
にありがとうございます。品質には万全を期しておりますが、
万一不具合や、お気付きの点がございましたら、ご使用にな
らずに、当社お客様相談室までご連絡ください。

www.doshisha.co.jp

お客様相談室

0120 -104-481
※商品名、品番をご確認の上、お電話を頂きますようお願い致します。
※お電話を頂いた際にお話し頂く情報は、お客様へのアフターサービス
　において利用させて頂きますので、ご了承ください。

〒556-0023 大阪市浪速区稲荷1-6

【受付時間　9:00～17:00　祝日以外の月～金】

MADE IN CHINA
140926


